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1.1.  radiusコマンド（送信制御に関する設定）

radius △ [on|off] △ [auth=[none|chappap|pap|chap]]
△ [maxretry=<リトライ回数>]
△ [retryinterval=<秒>]
△ [isdnkey=<パスワード>]

＜内容＞
RADIUSサーバテーブルに登録された RADIUSサーバや、RADIUSアカウント

サーバテーブルに登録された RADIUS アカウントサーバを利用する時はこのコ

マンドにて “on” を設定します。
RADIUS サーバにて 発信者番号に よる認証を行 う場合は発信 者番号認証用 パ

スワード（”isdnkey”）を、PPP 認証を行 う場合はその手段（”auth”）を設定 し
ます。

このコマンドはコンフィグレーションモードでご利用いただけます。

＜パラメータ＞

on｜off on：RADIUSサーバ／アカウントサーバを利用します。

装置のターゲットテーブルに認証対象となるターゲッ

トが登録されている場合はRADIUSサーバへの問い合

せは行いません。

回線接続の度に、RADIUSアカウントサーバテーブルに

登録されたRADIUSアカウントサーバへ回線の接続状

況を通知します。

off： RADIUSサーバ／アカウントサーバを利用しません。

(工場出荷時設定)

auth=[none|chappap|pap|chap] RADIUSサーバにて認証する場合の認証方法を指定しま
す。

none：PPP認証は行いません。

発信者番号でのみ認証します。

chappap：CHAPまたはPAPによる認証を行います。

(工場出荷時設定)

pap：PAPによる認証のみを行います。

chap： CHAPによる認証のみを行います。

maxretry=<リトライ回数> RADIUSサーバ／アカウントサーバに対するパケットの最

大送信回数を設定します。

設定範囲：１～２５５

工場出荷時設定：３

retryinterval=<秒> RADIUSサーバ／アカウントサーバに対するパケットの送

信間隔を設定します。

設定範囲：１～６０(秒)

工場出荷時設定：１
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1.3.  radiusaccountserverコマンド(





8



9

2.  RIPを受信していても無通信監視が働きます

WAN 側からのパケットの受信は「通信状態」と見なさないようにする事がで

きます（回線毎にコマンドで設定可能）。

これにより、意図しない ISDN網側からのパケット（RIP等）の受信が続いて

も無通信監視により ISDN回線を切断することができます。

ISDN網側からのパケット受信を無視する為には、コンフィグレーションモー

ドで利用する isdn コマンド に用意した新しいパラメータ “recvidletimer” を
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4.  マルチキャストに対応しています

  

push型情報伝達に利用されているマルチキャストパケットを中継できます。

NAT+(plus) を利用している場合でもマルチキャストパケットは受信できます。

マルチキャストパケットをWAN 側に中継する場合はNAT+(plus) を利用する事

はできません。

4.1.  multicastコマンド（マルチキャストルーティングの指定）

multicast △ [on｜off]

＜内容＞

マルチキャストパケットを中継するか、破棄するか設定します。

このコマンドは ノーマルモード でご利用いた だけます。装置 をリセットし た

れ���
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